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1) アセ トンを加えて生 じた沈殿およEflそのろ液,
2) ブルコ-ル-エーテル混液 (8:2)を加えて生 じた沈殿およびそのろ液,
3) 硫酸銅水溶液を加えて生 じた沈殿およびそのろ液,




5) 濃度約 2%の粘質液を 800に6時 間加熱 したのち,アル コール-エーテル混液 (8:
2)を加えて生 じた沈殿および●そのろ液,




































































































以上の結果か らわかるように,従来 しば しば ことなっていた分析結果が, ミキサ ー処理をす
ることによって,沈殿は主 としてラムノースとガラクツロン酸,ろ液は主 としてアラビノース




ることを知ったので,次に ミキサー処理が粘質液のコロイ ド性におよぼす影響について検討 し
た｡
2) ミキサー処理粘質液の コロイ ド性につしヽて
2･1 粘質液の粘性,曳糸性および漏水性1)におよぼす ミキサーの影響
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て一定値 となってとどまったo前報で述べた ように,超音波の場合に勘 粘度が絶えず低下し
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2･3 ミキサー処理をおこなった粘質液の .Weissepberg効果について
粘度が-定借になるまで ミキサ-処理 した粘質液を,ろ過 したのち減圧で濃縮 し,濃度を約
2%とした粘質液 (Fig･3の I)および3ケ月放置 した粘質液 (Fig･3のⅠⅠ)を用いて Weis-
senberg効果を測定したところ, Fig･3のようになった○ 粘弾性を示すような高分子溶液
が Weissenberg効果を示すことは,ま く知 られているところで6',小高氏等7,の研究によれ
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猪侶･後藤 :手渡和紙に関する研究
ば,､平行廻転2円板型の Weissenberg効果測定装置を用い, 2円阪間の間隔を d(m血),
2円板の相対的角速度を O(radian/see),回転中心か ら蕗離て (mm)の位置における圧力
を P(g/cm 2) とすれば, logP と logr(,'/dとは直線関係にあって, その直線の傾斜の小
さいことは, 分子間力が強いことを意味すると解釈されてrいる｡ 従って, Fig.3直線 Iの
傾斜がカルボキシメチルセルロースなど7'に比較して小であり,直線 Ⅰの傾斜が木であること
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実 験 の 部
1) 試料 昭和30年広島県因島産黄萄葵を 0.5%ホルマ リンに漬けたものである｡




木 r材 研･究 第17琴･(昭r,2)
4) ミキサー処理 2)によって得られた粘賢液を東芝製 MX-2･型 ミキサーに入れ, 高速
度で精度が一定になるまで処理 し,セラ イトを入れて吸引ろ過した｡
5) 糖成分のペーパークロマ トグラフィ-による分析
a)沈澱部分の分析 ミキサー処埋 した粘質液各 250mlにアセ トン,アルコール-エー
テル,(8:2),飽和硫酸銅水溶液を夫々 750m1,75Oml,250ml加え,生 じた沈殿をア
･L,コ-ル, 机 ､てエーテルで洗い, 減圧乾燥 した｡ 各試料 0.2gをとり,ト的 lNH2SO4
20mlを加え, 封管中で 100〇に20時間加 熱 し,加水分解 した｡加水分解液は,これを脱
色, ろ過後アンバTライ トIB-4B,IR-112を通し, 濃備し,常漆に従い酢酸- ブクノー
ル-衣 (1:4:5)を展開割として,ペ-メ-クロマ トグラフィーにより分析した｡




6) WeLissenberg効果の測定 本学工業化学教室酎 寸研究室の装置を庸いた｡2枚の円板
を平行に重ね,その間に試料を入れ,下面を廻転させ,上面に細管を立てて各点の圧力を
測定する方式のものである｡
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